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研究成果の概要（和文）：コミュニケーション時に相手の行動や意図を理解するためには、自己から他者への視点変換
が重要な役割を担うが、その脳メカニズムはわかっていない。本研究では自己・他者方向判断課題時の脳波実験によっ
て、前頭連合野と頭頂連合野のシータ波（6Hz）の位相同期が視点変換に関わる可能性を示した。さらに、脳波と空間
解像度の高い光トポグラフィを併用することで、運動と視点の重ね合わせ課題を行った。各被験者は自己とは異なる戦
略を教示されるとパフォーマンスが低下し、それに伴って前頭連合野のシータ波と光トポグラフィの前頭血流量が増加
した。以上の結果は、視点変換に重要であるシータ波のソースが前頭連合野にある可能性を示唆する。

研究成果の概要（英文）：Perspective taking from self to other plays an important role in understanding oth
er's intention and behavior in communication. However its brain mechanism is less understood. This study u
sing EEG recordings has shown that the theta (6Hz) phase synchronization between frontal and parietal regi
ons is associated with the perspective taking. Moreover, we conducted the imitation task with perspective 
taking during the simultaneous EEG and NIRS recordings. The performance was degraded when the subject were
 asked to use the different strategy. Along with the performance, the frontal theta and frontal oxy-hemogl
obin increased. The results suggested that the source of the theta synchronization would be the frontal re
gions.
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１．研究開始当初の背景 
  コミュニケーション時に相手の行動や意図
を予測し理解するためには、自己から他者へ
の視点変換が重要な役割を担う。しかし自己
視点から見た視覚表象がどのように他者視
点に変換された表象へ投影されるのか、その
脳メカニズムは分かっていない。本研究申請
者は自己・他者方向判断課題遂行時の脳波実
験によって、前頭連合野と頭頂連合野のシー
タ波（6Hz）の位相同期が視点変換に関わる
可能性を示した。しかし、脳波では空間解像
度に限界があり、詳細な脳部位を特定するこ
とが困難である。さらに、この視点変換に関
係する視覚注意や運動に関わる脳メカニズ
ムについても未解明な点が多い。 
 
２．研究の目的 
 本研究では同課題遂行時に空間解像度の
高いfMRIまたは光トポグラフィ計測を行い、
すでに脳波で得ている知見と合わせること
で、視点変換に関わる脳ダイナミクスを明ら
かにする。 
 さらに、この視点変換に関係する視覚注意
や運動に関わる脳メカニズムを明らかにす
ることも目的とする。 
 
３．研究の方法 
本研究申請者が脳波計測を用いて以前に

行った「自己・他者方向判断課題」を行う。
この課題では、ディスプレイ上に円と矢印が
同時に呈示され、矢印に対して円が左右のど
ちらにあるかの回答を被験者に要求する。矢
印が上向きの時は自己視点、下向きの時は他
者視点になり、両条件を比較する。 
 本研究ではこの視点変換課題に加えて、視
覚注意と感情の関係を脳波測定実験によっ
て調べる。この課題では、左右に２つの色を
呈示し、矢印のキューによって視覚注意を要
求する条件と、好きな方を選択させる条件で
行う。 
 さらに、視点変換課題を応用し、運動と視
点の重ね合わせ課題を脳波と光トポグラフ
ィの同時計測によって行う。 
 
４．研究成果 
 コミュニケーション時に相手の行動や意図
の予測に関係する脳メカニズムを探るため
に、自己・他者方向判断課題遂行時の脳波測
定実験を行い、データの解析を進めた。この
視点変換課題は、ディスプレイ上に呈示され
た円が矢印に対して右または左にあるのか
回答する課題である。これまでに、反対側の
頭頂シータ波（6Hz）の振幅が注意の方向を
表現すること、視点変換時には両側のシータ
波が増加することを示した。さらにこの頭頂
シータ波は前頭のシータ波と位相同期し、こ
の同期が視点変換を実現する可能性を示し
た。この結果を受け、当課題はコミュニケー
ションの基礎である社会性における注意に
も関係するため、２０１１年度、２０１２年

度は視覚注意と感情の関係を脳波測定実験
で探った。同時に呈示された２色の好き嫌い
を判断させる課題を行ったところ、視覚注意
に関係する反対側の視覚野のシータ波が、好
きな色に注意した時に増加することを示し
た。さらにこの主観的な好みの影響は注意を
向けていない場合にもシータ波の増加を誘
発することを示した。２年間（２０１１年度
から２０１２年度）ではこの結果を学会発表
し、NeuroImage 誌に投稿・報告した。上記の
研究より社会性を伴う視覚注意におけるシ
ータ波の脳ダイナミクスの重要性が示唆さ
れた。さらに２０１３年度では、運動と視点
の重ね合わせ課題を行った結果、この重ね合
わせでは、心的回転を使うグループと視点取
得を使うグループに分かれることが分かっ
た。それぞれのグループは異なる戦略を使う
ように教示されるとパフォーマンスが低下
した。これに伴って、前頭脳波のシータ波と
光トポグラフィの前頭血流量が増加した。以
上の結果は、前頭のシータ波が視点変換や心
的回転をするうえで重要であると同時に、そ
のソースが前頭連合野にある可能性を示唆
した。 
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